
座談会 やサルからヒトへ､別刷サイエンス,聴集動

物社会学,118-136頁｡

3) 班滋 :岐阜県カモシカ生態調査報告書,1975年度｡

4) 光滋 :ニ示ンザル個体群の維持に対する森林施米の

形惣一下北半島の例から-

学 会 発 表

1) ゲラダヒヒの社会(Ⅰ)

, 河 合 雅 雄

日本アフリカ学会第12回学術大会 (1975)

2) テレメトリ法によるサル類の行動解析

河 合 雅 雄

罪22回日本生態学会大会 (1975)

3) 下北半島におけるカモシカの生息密度の変動Ⅰ,下

北半島西南部の場合

菜滋 ･森治･和田久 ･足沢貞成

宮木雅美･大竹勝

日本輔乳動物学会 (1975)

4) ゲラダヒヒの社会(Ⅰ)

森 梅 代

日本ア7I)力学全卵12回学術大会 (1975)

変異研究部門

野沢 謙 ･和田一雄

西部顕達 ･庄武孝義

研 究 概 要

1) ニホンザルの娼田辺伝学的研究
野沢 討た･庄武孝義

ニホンザルの血液蛋白の構造を支配する退伝子の変異

を電気泳動法によって枚索し,郡内,群問の変異性を定

皿化する｡昨年度までにニホンザル約40群,総個休数約
1,500頭の血液試料について,27位の蛋白の構造を支配

する計29迫伝子座の検索をおこなった｡このデータをも

とにして.統計的換討を加え,盟砥単位間の毎代の移出

入率.迫伝的変異の散布稲田などについて定量的推定を

行い,ニホンザルの治殖構造を解明すべく作業続行中で

ある｡

2) Macaca屈サルの系統的相互関係

野沢 謙 ･庄武孝誠

二ホンザルを含む Macaca屈サル各種から採血をお

こない.上記 1)と同一の方法によって種内,柾問の迫

伝的変gt･性を定Li化し,それら柾問の迫伝子枕成上の差
を退任距離で鼓現し,それに数皿分類学的手法を適用し

て枝分れ図を描く.それにより柾問の近縁閃夙 分化時

nLqの推定等をおこなう作菜を目下続行中である｡

3) ニホンザルの先天的四肢奇型への遺伝学的アブロー

チ

野沢 謙･庄武孝義
ニホンザルの数多くの餌付け群に多発する先天的四肢

奇塾が退伝的支配を受けているか否かを明らかにすべく

研究が続行されているo袋田の奇塾出現の家族娼積性の

データから統計迫伝学的手法を用いて迫伝率の推定をお

こなう他,淡路島野猿公田の協力を得て,交配実験をお

こなっている｡

4) 家畜化現象と家畜系統史の研究

野沢 討た･庄武孝義

在来諸家畜とそれらの野生原種の迫伝学的野外調査に

よって,家畜化現象そのものの集団遺伝学的解明と,潤

々の家畜種内で地域災団間の遺伝的分化の程度,系統的

相互関係の解明を行ないつつある｡1974年度のマレーシ

ア調査の成果を庄武が1975年4月日本讃産学会において

発表した｡

5) エチオピアにおけるマントヒヒとアヌビスヒヒの種

間雑種に関する迫伝学的研究1)

庄 武 孝 義

1975年8月より1976年3月まで梅外学術調査 ●ェチオ

ピアにおけるヒヒ類の確聞関係,矧こ雑種の比較研兜.

の隊員として参加し,アワシユ地区でマントヒヒと7ヌ

ビスヒヒの雑種の突放を迫伝学的に明らかにするため.

マントヒヒ,アヌビスヒヒ,それらの雑種と思われるも

の約400頭の採血を行ない,血液を日本に持ち帰った｡

目下この血液を用いて電気泳動法により,マントヒヒ,

アヌビスヒヒ,それらの雑種の退伝子構成を明らかにす

るために,実験を行ないつつある｡

6) 志賀A群総合調査の組織化

和 田 一 雄

われわれはこれまでの生態研究成果の上に生理･形態

･張田辺伝 ･繁砥生理等の諸分野から寒冷適応の失態を

明らかにする研究を組約したが,その一部を分担した｡

7) 志望C群のの冬期の遊動

和 田 一 雄

志賀高原でもっとも標高の高い地域に分布するC群の
気象･植生との関係を調査した.同時にC群の保誕逆数

にも加わった｡

8) ゼニガタアザラシの分布調査

和 田 一 雄

晴乳類研究グループ海獣談話会の調査を分担した｡

9) ネパールにおけるアカゲザルとヒマラヤンラングー

ルの生態地理学的調査

和 田 一 雄

1972年度のインドにおける同種の調査の触続として行

1) 河合雅雄,岩本光雄,森梅代,菅原和孝との共同研
究
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なう｡又,田柵英雄助教授 (京大･皿)との共同で同種

の植生との関係を1つの班点項目とする｡

10)ニホンザルの社会生岱学的研究

四 郎 拐 迅

野外調査は行なわず｡苗崎山で退去4回生じた群れ分
封を中心とした群れ社会の歴史的変化に関する穴料の整
理と発袈畔m｡

ll)広界独湖の社会生悠学的研究
西 和 田 適

197547:7月より1976年3月までコロンビア儲アマゾン

上流域でウ-I)-モンキーを中心とした調査を行なう｡

企性,遊動,個体の行動.個休問関係,群問関係につい

てかなりの新しい知見が得られた｡

総 説

1) 和田一雄 (1976):A.H.CeDePtlOBの進化形態学

とC.A.CeBepI10Bの進化生怨学の評価をめぐっ

て｡ミチューリン生物学研究12(1)

2) 和田一雄 (1976):セベルツオフ学派の紹介と評価

- ｢個体発生過程における適応放散｣ (バスネッ

オフ1946)叩乳yl科学 32

3) 野沢 富根(1975):宏石化 と城田退伝学｡日本市qi
学会相46:549-557｡

論 文

1)Nozawa,K.,T.ShotakeandY.Ohkura(1975):

Bloodproteinpolymorphismsandpopulation

structureoftheJapanesemacaque.Macaca

fuscatafuscata.InlsozymesIV,GeneEz'csand

EvoZutlon.(ed.C.L.Markart,AcademicPress)

pp.225-241.

2)Nozawa.K..T.Shotake,Y.Ohkura,M.Kitajima

andY.Tanabe(1975):Geneticvariationswithh

andbetweentroopsofMacacafuscatafELSCaEa.

h Contemf･orau Pn'maEology.S.Rondo.M.

KawaiandA.Etlara.(eds.)Karger,Basel.pp.

75-89.

3) 野沢謙 ･庄武孝義･大倉よし子 ･田名部雄一(1975)

:ニホンザル志賀A群の退任的変異性.生理 ･生態

16:99-103.

4)Kitajima,M.,Y.Ohkura,T.ShotakeandK.

Nozawa (1975)I.Genetic polymorphismsof

btoodproteinsinthetroopsofJapanesema-

caques.MacacafuscaEa.ⅠⅤ.Erythrocyteesterase

polymorphisminMacaca/uscaEa.Primates16:

399-404.

5) Shotake.T..Y.OhkuraandK.Nozawa(1975):

AfixedstateofthePGM22mACalleleinthe

population oftheYaku macaque (Macaca

fuscatayaku王).InConEcmPoraTyPrimatology.

S.Rondo.M.KawaiandA.Ebara (eds.),

Karger.Basel,pp.67-74.

6) Ishimoto,G･,M.KuwataandT.Shotake(1975):

AvarianthemoglobinfoundinMacacafuscataI

AnotherpolymerizinghemoglobinofMacaques.

J.AnLhrop.Sol.NzlppoIZ,83:2331243.

7) 和田一雄 (1975):志賀高原の冬期におけるニホン

ザルの生態とその適応的意義｡生理 ･生態16:9114.

8) 和m一雄 ･森谷況 ･尻文江 ･大沢折(1975):志賀高

原のニホンザルの休DrJ肪について｡生迅 ･生態16:

104-107.

9) Nishimura,A.andK.Izawa(1975):Thegroup

characteristicsofwoollymonkeys(エαgoEhrz'E

ZagoEhll'chク)intheuppcr m̂azonianbasin.

InConEeTnPoraワ PTIz'maEology.S.Rondo,M.

KawaiandA.Ehara(eds.),Karger,BaseI,pp.
351-357.

学 会 究 衷

1) ニホンザル北田の光弘LTl比
野 沢 謙

抑47回口木氾伝学会 (1975)

2) ニホンザル柾内の迫伝的分化

野沢 富枝･庄武孝衣

大分よし子

卯20回プI)マーチス研究会 (1976)

3) マレーシア在来山T･の迫伝子構成

一庄武孝式 ･西田隆雄

藤尾芳久 ･田中一党

節64回日本畜産学会 (1975)

4) ニホンザルのセメント質の年輪による年令鑑定につ

いて

和田一雄 ･大束司紀之

八谷 昇

水産学会シンポジウム

｢水産ff源学の視点から｣

生活史研究部門

杉山串丸 ･口中二郎

小山斑柑 ･大沢秀行

研 究 概 要

1) ニホンザル個体群生岱学的研究
杉山串九 ･小山直樹 ･大沢秀行

1･笠仙山生息ニホンザル地域個休群の動憩｡餌付け
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